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FoilBoostクイックスタートガイド
本マニュアルは、FoilBoost の正しい組立・分解方法および折りたたみ式プロペラの交
換方法を案内し、安全かつ安定した動作を確保するためのものです。作業を行う前
に、本マニュアルをよく読み、操作手順および安全上の注意事項を厳守してください。

免責事項
使用前に本ユーザーマニュアルおよび関連する警告事項を必ずお読みいただき、法
的権利、責任、安全指示を十分に理解してください。本製品はウォータースポーツ機
器です。不適切な使用は重大な怪我や死亡事故につながる可能性があります。本
製品を使用することで、ユーザーは本製品の使用に伴う固有の危険性を理解し、承
諾したものとみなされます。設計上の制限を超えた誤使用は、製品損傷または人身
事故の原因となります。使用する部品は純正品または Waydoo 認定アクセサリー
に限ってください。本製品を操作することで、本書のすべての内容および条件を理解・
承認・同意したものとみなされます。ユーザーは自身の行為およびその結果について
全責任を負います。Waydoo は継続的な製品改良のため、事前通知なしに部品・
仕様等を変更する権利を有します。

最新情報はwww.waydoo.com.をご確認ください。

警告︓ 本製品には年齢制限があります。18歳未満の使用者は成人の監督下で使
用してください。
本書に記載されている安全ガイドラインは必要な知識の一部のみです。必ず完全な
免責事項と安全指示を熟読してください。
製品の機能を完全に理解するまで使用しないでください。誤操作は重大な怪我、製
品損傷、財産損失を引き起こす可能性があります。
Waydoo が提供または推奨しない部品は使用しないでください。
本書には、重要な安全、操作、およびメンテナンスに関する情報が記載されていま
す。組み立て、セットアップ、または使用の前に、取扱説明書のすべての指示と警告を
十分に読んでください。
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Ⅰ. 製品同梱物一覧
�.  FoilBoost 推進ユニット × �

�.  FoilBoost リチウムイオンバッテリー× � 

�.  FoilBoost 充電器 × �

�.  FoilBoost 充電ステーション × �

�.  AC充電ケーブル× �

�.  リモコン × �

�.  リモコン充電ケーブル × �

�.  カップリングアンテナ  (�.� m) × � 

�.  カップリングアンテナ  (1.� m) × � 

��. アンテナ用ナノステッカー  (予備) × � 

��.  ベース用ナノステッカー (予備) × � 

��.  M�×��ネジ (予備) × � pcs

��.  M�×��ネジ（予備) × � pcs

��.  マスト前側パッド (厚さ 5mm) × � 

��.  マスト後側パッド (厚さ �mm ) × 

��.  六角レンチ �.� mm  (spare) × � 

��.  六角レンチ � mm × �

��.  六角レンチ � mm (予備) × � 

��.  フロントプル用折りたたみプロペラ × � 

��.  防水テープ× �

��.  グリス× �

��.  アンテナ位置決めカード × �

��.  フロントマストクランプ × �
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Ⅱ.  製品紹介
FoilBoostは以下で構成されています。
・推進ユニット
・デュアルリチウムイオンバッテリーモジュール
(Front Pull)および(Rear Push)プロペラ構成に対応し、様々なマスト規格と互換性があります。
注意:FoilBoost は必ずマストクランプと併用してください。使用しない場合、製品を損傷する可能性
があります。

推進ユニット

プロペラガード

リアプッシュ
折りたたみプロペラ

バッテリーリアラッチ

デュアルリチウムイオン
バッテリーモジュール

フロントマストクランプ

バッテリー
フロントノブ

表１

異なる仕様のパッドとボルトを組み合わせることで、幅広いマストのコード長に対して正確な
適合性を確保しています。具体的な適合範囲は、以下の表1に示されています。

パッド組み合わせ

���~��

���~��� ���~���

���~��

���~���

標準ボルト M5×25
対応コード

長さ対応範囲 (mm)

延長ボルト M5×45
対応コード

長さ対応範囲 (mm)

���~���
標準フロントパッド 

+
標準リアパッド

標準フロント（リア）パッド
＋

延長リア（フロント）パッド

延長フロントパッド 
+

延長リアパッド
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Ⅲ.製品紹介
必要工具
· 六角レンチ　4mm

· リモコンの磁石

· 潤滑グリス

3.1 リアプッシュモードの取り付け
1) カップリングアンテナの取り付け:
カップリングアンテナの位置決めカードをボードスロットへ挿入します。
アンテナを指定位置へ貼り付け、防水テープで覆います。アンテナをしっかりと固定したら、
位置決めカードを取り外します。

カップリングアンテナ
設置位置

ボードの上部にアンテナを取り付けてください。
(*注意: アンテナは水没しないようにしてください。水没するとリモコン接
続が切断されます。)

マストの設置位置に
合わせて

防水テープを使ってアンテナを覆ってください
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表１に示すように、適切なマスト後側パッドを
選択してください。

2) 推進ユニットの設置:
ボード底部に推進ユニットを配置し、図に示されている4つの位置決め溝が、基板下部のマ
スト位置決めスロットと正確に一致するようにします。
（注意:使用前に、折りたたみプロペラが保護ガードに接触していないことを確認してください。）

3) マストの固定: 
マストを図に示す位置に設置し、マストクランプのゴムパッドにしっかりと密着するようにし
てください。マストボルトのナットの位置を調整し、正しく位置合わせ、マスト固定ボルトを
時計回りに締め付けてください。



07

マスト前側パッド

4) フロントマストクランプの取り付け:
フロントマストクランプをマストの前端に差し込み、リアマストクランプと位置を合わせ、
両側のボルトを締め付けます。

六角レンチ 4mm

6) リチウムイオンバッテリーの取り付け:
a. メインコントロールボックスの2つのシールリングにグリスを塗布してください。
バッテリーの前面にある2つのノブを図に示す位置に調整し、バッテリーをスロットに合わ
せてゆっくりと挿入してください。挿入すると、バッテリーが自動的に電源を入れ、ステータ
スインジケーターランプが緑色に点灯し、低電圧出力状態であることを示します。

5) マストを固定:
手締めナットを時計回りに回し、マストを固定します。

長さ調整可能20mm

2つのシールリングにグリスを塗布してください。
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c. 後部ラッチを固定します。

b. バッテリーを押し込み、図に示す位置まで前面バッテリー用ラッチを固定します。
* 注意︓正しく押し込まれていない場合、固定部を損傷する恐れがあります。

バッテリー前部ノブ

バッテリー後部ラッチ
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3.2 フロントプルモードの取り付け
1） カップリングアンテナの取り付け: 
リアプッシュモードの取り付け方法と同様です。複数のボードがある場合、予備のカップリン
グアンテナが付属します。

カップリングアンテナ取付位置

マスト取り付け用スロットに合わせてください。

2）マストクランプのパッドを交換:
フロントとリアのマストクランプ間でパッドを入れ替えてください。

3） 折りたたみプロペラを交換:

a. プロペラカバーを取り外します。

3本のボルトを取り外してください。

➀➁
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b. リアプッシュ式折りたたみプロペラの取り外します:
まず、プロペラガードを取り外します。マイナスレンチを使って反時計回りに回し、モーター
シャフトから折りたたみ式プロペラのナットを緩め、折りたたみ式プロペラを取り外します。

c. フロントプル式折りたたみプロペラを取り付けます︓
モーターのネジ山に合わせ、マイナスレンチを使って時計回りに締め付けます。
プロペラガードは不要です。

➀

➁
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4) 残りの手順は、リアプッシュモードの取り付け方法と同じです。

カップリングアンテナ
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注意︓カップリングアンテナを取り外す必要はありません

3.3 分解手順

1）誤ってモーターが起動し、けがをする恐れがあるため、操作を行う前には必ず本機の電
源を切ってください。
2）取り付け前にすべての部品を注意深く点検してください。損傷が見つかった場合は、性
能に影響を及ぼしたり、安全上のリスクを生じたりする恐れがあるため、使用しないでくださ
い。
3）シールリングにグリースを均一に塗布し、確実に密閉されるようにするとともに、内部部
品を損傷させる恐れのある水の浸入を防いでください。
4）マスト、マストクランプ、およびリチウムイオンバッテリーを取り付ける際は、使用中に緩ん
だり外れたりしないよう、正確に位置合わせを行い、しっかりと固定してください。
5）折りたたみプロペラを交換する際は、ねじ山を傷つけないよう、回す前にねじ山が正しく
位置合わせされていることを確認してください。
6）部品を分解する際は、ボルトやねじ穴、その他の構造物を損傷させないよう、工具を
正しく使用してください。

➀
➃

➁

➂

注意: 
バッテリーをまっすぐ上に持ち上げてく
ださい。コネクタを破損させないよう、
後端から引っ張らないでください。
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3.4  電源ケーブル交換手順
1）図に示すように、推進ユニットの2本のM3×8ボルトを緩め、矢印で示された推進ユ
ニットの箇所を押し下げ、推進ユニットのプラスチック製フェアリングをゆっくりと外し、外側
に引き出して部品を取り外します。

2）図に示すように、M2.5の六角レンチを使用して4本のM4×10ボルトを取り外し、次
に2本のM3×8電源ケーブルボルトを緩めます。電源ケーブルのプラグをしっかりと引き抜く
と、ベースをプロペラから取り外すことができます。

➀
➁

➀

➁

M4×10ボルト

M3×8ボルト

矢印

M3×8 ボルト
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3) 図のように、M2の六角レンチを使用して推進ユニットのストラットにある4本の
M3×8ボルトを外し、ストラットを取り外します。

M3×8ボルト

4) M2.0の六角レンチを使用して、電源ケーブルのM3×4ボルト2本を外し、ケーブルを
左右に揺らしてから、しっかりと後ろに引っ張って外します。

注︓水濡れによる損傷を防ぐため、電源ケーブルを抜く前に、本
体が完全に乾いていることを確認してください。
ソケットは露出状態では防水仕様ではありません。

M3×4ボルト
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5) 図のように、電源ケーブルのプラグに適量のグリスを塗布してください。Oリングに破損や
損傷がないことを確認し、プラグを推進ユニットに差し込んでください。2本のM3×4ボルトを
締め付けて固定してください。

6) 電源ケーブルの指定された端に適切な量のグリースを塗布してください。
取り付け位置に合わせてベースアセンブリに挿入し、M3×8ボルト2本を締め付けてください。
これで電源ケーブルの取り付けは完了です。
注意︓電源ケーブルの頻繁な取り付けや取り外しは、製品の破損や防水性能の低下を
招く恐れがありますので、避けてください。

M3×8ボルト

M3×4ボルト
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7) 推進ユニットをマストの所定の高さに設置します。設置手順については、
「3.1『リアプッシュモードの取り付け』」を参照してください。

8) ケーブルクリップを使用して、マストの後端に電源ケーブルを固定。

ケーブルクリップ
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a.電源ボタン(リターンキー)
b. LCD ディスプレー
c. 磁気充電ポート
d. 速度ギア +(増加)
e. 速度ギア -(減少)
f. トリガー (確認キー)
g. インジケーター
h. 操作マグネット

Ⅳ.使用方法
4.1　リモコン説明

4.1.1　多機能リモコン

この多機能リモコンは人間工学に基づいて設計されており、LCDディスプレイを搭載してい
ます。ディスプレイには、リモコン本体および機体のリチウムイオンバッテリーの残量、飛行速
度、ギア、GPS信号、Bluetooth接続状況などの情報が表示されます。また、リモコンの
「+」／「－」ボタンを使用して、複数の速度ギアを切り替えることができます。

4.1.2 多機能リモコンの電源のオン／オフ

リモコンの電源ボタンを数秒間長押しして、コントローラーの電源を入れたり切ったりし
ます。

a
b

c

d
g

f

h

e
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4.1.3 多機能リモコンの充電

1) リモート充電ケーブルの一方の端をUSB充電器に接続し、もう一方の磁気充電コネ
クタをリモートに取り付けます。コネクタが自動的にカチッと固定され、充電が開始されます。

2) 正しい充電が行われていると、リモコン下部のインジケーターランプが点灯します。
充電時間は約2時間です（5V/2Aの充電器を使用した場合）。
ヒント︓リモコンのバッテリー残量が20%を切ると、警告メッセージが表示されます。
速やかに充電してください。

4.1.4 多機能リモコンの接続
1) リモコンの電源ボタンと速度「-」ボタンを同時に2秒間長押しして、図（a）のよう

にBluetooth接続管理画面を開きます。
2) 画面には、図（b）のように利用可能なFoilBoostのリストが表示されます。
3) 速度「+」および「-」ボタンを使用して、接続したいFoilBoostを選択します。
4) トリガーを押して確定し、リモコンとの接続を完了させます。

（注︓リモコンを初めてペアリングする場合は、図（c）のように、操作用マグネットを
FoilBoostの近くに置いてペアリングを行ってください） 

Output: �V     �A  

(a) (b) (c)

ペアリング
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バッテリー残量表示
灰色︓Bluetooth未接続、またはバッテリーがオフライン（「NA」と表示）
緑色︓低電圧状態。スロットルを起動できません。
青色︓高電圧状態。スロットルを起動できます。
点滅︓バッテリー残量低下

a. リモコンのバッテリー - リモコンのバッテリー残量を表示します。
b.GPS - 現在のGPS信号の受信状況を示すGPSアイコンです。
c.ロックモード - リモコンがロックモードになっているかどうかを示します。
d. Bluetooth - 接続されているデバイスの数を示すBluetoothアイコンです。
e.通知（ある場合） - メッセージがある場合、通知アイコンが表示されます。

4.1.6 メイン画面情報

 現在の速度

リモートギア
1:省電力ギアモード
2:通常ギアモード
3:スーパーギアモード
注:ステータスの列ｃおよびｄは、メニュー
の「設定」→「メインインターフェースの設
定」でカスタマイズ可能

最高速度

 4.1.5 ステータスバー情報

a b c d e
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警告灯:赤色のランプが点灯している
場合は、危険の恐れがあります。
プロペラに近づかないでください。

点滅: リモコン　未接続 
点灯: リモコン　接続

点滅: 故障表示

4.2 FoilBoost 操作方法

4.2.1 FoilBoost インジケーター

1) リチウムイオンバッテリーをコントローラーのポートに挿入すると、リチウムイオンバッテリーが
自動的に電源が入り、リチウムイオンバッテリーとコントローラーの両方のインジケーターランプ
が点灯します。

2) 4.3.1の手順に従ってBluetoothで接続してください。リモコンとコントローラーが以前に
ペアリングされていた場合、自動的に再接続されます。

3) リモコンの「-」ボタンを長押ししてロックを解除し、トリガーを引いてプロペラの回転を開始
してください。

注意: 
1) リモコンのロックを解除すると、リチウムイオン電池からの高電圧出力が同時に作動し、
FoilBoostコントローラーの赤い警告灯が点灯します。赤い警告灯が点灯している間は、
怪我や物的損害を防ぐため、プロペラに手やその他の物を近づけないでください。
2)  Bluetooth接続が30分以上切断された場合、FoilBoostはスリープモードに移行
し、赤い警告灯が消灯します。これにより、ユーザーの安全が確保されます。

4.2.3 FoilBoostの電源を入れる 

ペアリング

点滅する走行灯（赤／緑／青）︓システムがメンテナンス（アップグレード）モードに入っ
たことを示します。

4.2.2 3色LEDの複合表示 
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4.2.4 FoilBoostの電源を切る
連動シャットダウン︓リモコンの電源を切ると、FoilBoostは自動的にスリープモード
（青色のインジケーターが点滅）になり、30分間その状態が維持されます。

ゆっくり点滅

➀ リモコンの電源を切る

➁

FoilBoost インジケーター

この30分間の間にリモコンの電源を入れ直すと、自動的にBluetooth経由で再接続さ
れ、FoilBoostはスタンバイモードになります。リチウムイオンバッテリーは直接取り外すことも
できます。

30分経過すると、FoilBoostは省エネのため自動的に電源が切れます。
電源を切った後に再び電源を入れるには、リモコンの操作用マグネットをリチウムイオン電池
の電源ボタンに近づけるか、リチウムイオン電池を取り外して再度挿入してください。

陸上では、FoilBoostの赤い警告灯が消灯しているときはいつでも、リチウムイオンバッテ
リーを取り外すことができます。FoilBoostが動作中（赤色インジケーター点灯時）は、
プロペラ付近に手や物を近づけないでください。FoilBoostが動作中（赤色インジケー
ター点灯時）でも、リモコンの電源を切るか、リモコンがロックされている状態で電源ボタン
とトリガーボタンを同時に押すことで、動作停止状態にし、リチウムイオンバッテリーを安全
に取り外すことができます。

4.2.5 FoilBoost アプリ接続
電源を入れた後、スマートフォンのWi-Fi設定を開き、下記の名前のホットスポットを検索
してください。
Wi-Fi :「FP10_CONTROLER-XXXX」
初期パスワード︓12345678
接続後、FoilBoostはスマートフォンに固定IPアドレス（通常は192.168.4.2）を割り
当てます。
アプリを通じて、デバイスの検索、ファームウェアのアップデート、ログのダウンロードを行うこと
ができます。
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4.3 リチウムイオンバッテリーと充電器  
4.3.1 インジケーター

ステータス
白色︓出力なし
緑色︓低電圧出力（5V）
青色︓高電圧出力（48V）
点滅︓充電中
赤色︓異常
容量インジケーター
点灯しているLED 1つにつき25%
の充電量を表します
点滅しているLED 1つにつ12.5%
の充電量を表します

4.3.2 リチウムイオン電池の残量確認
リモコンの操作用マグネットを使用して、リチウムイオン電池の電源ボタンを軽く押してくださ
い。リチウムイオン電池のLEDが点灯し、現在の充電残量が表示されます。

4.3.3 リチウムイオン電池の充電
リチウムイオンバッテリーを充電器に接続して、自動充電を行ってください。
青色LEDが点滅︓充電中
緑色LEDが点灯︓現在のリチウムイオンバッテリーの残量
すべての緑色LEDが点灯︓フル充電

4.3.4 リチウムイオンバッテリーのLEDインジケーター
1)ファームウェアのアップグレード︓リチウムイオンバッテリーの残量LEDが点滅パターンを表
示します。
2)ボタンの作動︓黄色LED
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緑︓待機中
青（点滅）︓充電中
    高速点滅（1秒に2回） - 大電流充電
    低速点滅（2秒に1回） - 小電流充電
青（点灯）︓充電完了
赤︓異常を検出 

3) 充電ステーションのLEDインジケーター

充電ステーションのLEDインジケーター

4.3.5 リチウムイオンバッテリーの充電

 1）充電図

2) 手順

➀ 充電器の出力端子を充電ステーションに接続します。
➁ AC電源コードを壁のコンセントに差し込みます。
➂ リチウムイオン電池を充電ステーションにセットすると、自動的に充電が開始されます。
充電時間は約1時間43分です（55V/10A充電器使用時）。

AC 充電ケーブル

FoilBoost 充電器 FoilBoost 充電ステーション FoilBoost バッテリー

➀
➁

➂
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Ⅴ.アフターサービス保証
アフターサービスポリシー/利用規約
サービス範囲:
Waydooは、通常の使用状況下において、かつ公表された製品仕様に準拠して使用さ
れる場合、お客様がご購入されたFoilBoost製品が、保証期間中に材料および製造上
の欠陥がないことを保証します。保証期間は、製品をお受け取りになった日から開始されま
す。各部品の具体的な保証期間については、保証表をご参照ください。有効な保証期間
内に行われた修理または交換は、製品または部品の当初の保証期間を延長するものでは
ありません。購入請求書などの有効な購入証明を提示できない場合、保証開始日は、デ
バイスに表示されている製造日、またはWaydooが別途決定した日付に基づきます。

保証サービスのお申し込み︓
Waydooでは、以下の保証サービスを提供しています。詳細については、Waydooまたは
Waydoo正規販売店までお問い合わせください。また、製品保証カードの記入が必要とな
る場合があり、必要に応じて、保証カードと共に製品をWaydooまたはWaydoo正規アフ
ターサービスセンターへご返送いただく必要があります。

アフターサービスを受ける前の準備︓
Waydooにご連絡後、製品の問題について詳細な説明をご提供ください。
Waydooのテクニカルサポートチームが、メール、電話、またはリモートサポートを通じて問題
の診断と解決を試みます。リモートで問題が解決できない場合は、さらなる点検のために、
製品をWaydooまたはWaydoo認定サービスセンターへご返送いただく必要がありま
す。Waydooは、製品の保証範囲に基づき、修理または交換の手配をいたします。
製品のアフターサービスを受ける前に、以下のサービスガイドラインをお読みの上、ご遵守く
ださい。
√ Waydooのサービス手順に従ってください。
√ Waydooは、返品された製品または保証対象の製品について、機密情報、専有情
報、個人情報を含むデータの損失または漏洩について、一切の責任を負いません。
√ アフターサービス提供のため、Waydooがお客様のデバイスに完全かつ自由に、かつ安
全にアクセスできることを確保してください。
√ 保証の対象外となるすべての機能部品、コンポーネント、オプション部品、改造部品、お
よび付属品を取り外してください。
√ 製品またはコンポーネントが、交換を妨げるような法的制限の対象となっていないことを
確認してください。
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製品および部品の交換
保証サービスの一環として製品または部品の交換が行われる場合、交換後の製品または
部品はWaydooの所有物となり、交換された交換用製品または部品はお客様の所有物
となります。
交換の対象となるのは、改造されていないWaydoo製品および部品のみです。Waydoo
が提供する交換用製品または部品は新品ではない場合がありますが、
正常に動作する状態であり、交換対象の製品と同等の性能を有しています。交換用製
品または部品には、元の製品の残存保証期間と同様の保証が適用されます。
また、交換用製品または部品には新しいシリアル番号が割り当てられる場合があります。

個人情報の利用
本保証に基づくサービスを受けることにより、お客様はWaydooに対し、氏名、電話番
号、住所、メールアドレスを含むお客様の連絡先情報を使用する権限を付与するものとし
ます。Waydooは、本ポリシーに基づくサービスの提供のために、この情報を使用する場合
があります。当社は、サービスに関するご連絡、保証サービスに対するご満足度に関する
フィードバックのお願い、または製品のリコールや安全上の問題について通知を行う場合が
あります。これらの目的のため、お客様はWaydooに対し、当社が事業を展開するあらゆ
る国または地域へお客様の情報を転送すること、および当社に代わって業務を行う代理
店に当該情報を提供することを許可するものとします。また、法律で義務付けられている
場合、当社は当該情報を開示することがあります。
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保証の対象外となる事項
以下の状況については、Waydooの保証の対象外となります。
× 公式の保証対象一覧に記載されていない部品。
× 通常の経年劣化、変色、または外観上の損傷。
× マニュアルに従わない無断の改造、分解、または製品の開封によって生じた損傷。 
× マニュアルに従わない不適切な設置、使用、または操作に起因する損傷または焼損。
× マニュアルの指示に従わない不適切な清掃やメンテナンスに起因する部品の損傷または
紛失。
× マニュアルの指示に従わずに水辺での活動を行ったことにより生じた損傷。
× 公式の指示に従わずにユーザーが修理または組み立てを行ったことにより生じた損傷。 
× 製品の品質とは無関係な人的要因による衝突や焼損。
× 公式のマニュアルに従わない電気回路の改造、またはリチウムイオンバッテリーパックやアダ
プターの不適切な組み合わせ・使用により生じた損傷。
× 強風、雨、砂などの過酷な環境下での使用または保管に起因する故障または損傷。
× 複雑な電磁環境または強力な干渉源（例︓鉱山地域、高圧送電線、変電所、水中
の岩、不適切な水環境など）での操作に起因する製品の誤動作または損傷。
× 部品の経年劣化や損傷があるにもかかわらず、無理に動作させたことによる損傷。
× 他の機器との干渉に起因する損傷。
× Waydooが提供または推奨していないサードパーティ製部品を使用したことにより、信頼
性や互換性の問題が生じたことによる損傷。
× リチウムイオンバッテリーの過放電による損傷。
× 不具合の報告後も製品を使い続けたことにより生じたさらなる損傷。
× 製品のシリアル番号、工場ラベル、その他の表示の改ざんまたは除去。
× 保証権利は譲渡不可であり、最初の購入者にのみ帰属します。
× Waydooが、製造上の材料または製造上の欠陥とは無関係であると判断した問題、ま
たは購入者が問題の原因に関する有効な証拠を提示できない場合。
× WaydooまたはWaydoo認定販売店との間で保証サービスを確認した後、指定された
期間内に関連する製品を送付しなかった場合。

dealer.
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追加事項／その他の注意事項
保証条件、費用、およびサービス内容は、現地の法律やWaydooのサービス方針
により、購入国・地域によって異なる場合があります。
√ 不具合のある製品をWaydooまたはWaydoo認定サービスセンターに返送する
必要がある場合、Waydooは製品受領後に検査を行い、責任の所在を判断しま
す。保証期間中、Waydooは対象となる製品の修理または交換を行いますが、返
送費用はユーザーのご負担となります。
√ 検査の結果、製品が無料修理の対象外であることが判明した場合、ユーザーは
有償修理または元の製品の返却を選択できます。Waydooは、ユーザーが提示さ
れた修理費用に同意するまではいかなる修理も行いません。ユーザーが同意しない
場合、製品はユーザーの送料負担で返送されます。
√ 保証対象外の問題（例︓人為的な損傷）については、検査、部品交換、テス
ト、作業、および送料の費用が発生する場合があります。
√ Waydooの保証ポリシーは地域によって異なり、グローバル保証は存在しません。
ユーザーはWaydoo指定のサービスセンターでのみ保証サービスを受けることができま
す。購入地域以外での修理は、Waydooの裁量により対応される場合があり、有
償サービスのみとなります。
√ 配送先住所の誤りや受取拒否に起因する損失については、ユーザーが責任を負
います。
√ Waydooは、許可されていない商業目的で使用された製品について、保証範囲
を調整する権利を留保します。
√ 不可抗力や客観的要因によりサービス提供に制限がある地域では、Waydooが
一部費用を請求する場合があります。
√故障した部品の保証対象であることを確認するための十分な証拠をユーザーが提
示できない場合、Waydooは無料の保証サービスを拒否する場合があります。
√ 海外からの返品には、Waydooによる事前の承認が必要です。関税および通関
手数料は、ユーザーの負担となります。
√ 激しい衝突による損傷の場合、製品が修理不能となる可能性があります。そのよ
うな場合、Waydooは修理サービスを提供できません。
√ 製品を修理に出す前に、ユーザーは個人用アイテムや装飾品（装飾用ステッ
カー、UASステッカー、塗装などを含むがこれらに限定されない）を取り外す必要が
あります。Waydooは、これらのアイテムの紛失や破損について責任を負いません。
√ 製品を受け取った際、ユーザーは破損や部品の欠落がないか確認してください。
問題がある場合は、受領後3暦日以内に報告する必要があります。
それ以外の場合、製品はすべての部品が揃った良好な状態で受領されたものとみな
されます。輸送中の破損に関するクレームは、24時間以内にWaydooまたは認定
サービスセンターへ報告してください。報告が遅れた場合、受付できない場合がありま
す。
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責任の制限
Waydooは、以下の場合に限り、製品の紛失または損傷について責任を負います。
当該製品がWaydooの所有物である場合、または当該製品がWaydooの責任下で輸
送中である場合です。

Waydooは、本製品に含まれるデータ（機密情報、専有情報、または個人データを含
む）の紛失または漏洩について、一切の責任を負いません。ただし、以下の状況において
は、本条項が適用されない場合があります。
1) データの紛失または漏洩が、Waydooによる合理的なデータ管理義務の不履行に起
因する場合、本条項にかかわらず、ユーザーはWaydooに対し責任を追及することができ
ます。 
2) データの紛失または漏洩がユーザー自身の行為（例︓製品の不注意な廃棄）に起
因する場合、Waydooは責任を負いません。

以下の状況においては、救済措置がその本質的な目的を果たすか否か、また、請求が契
約、保証、過失、厳格責任、またはその他の法的理論に基づくか否かを問わ
ず、Waydooおよびその関連会社、サプライヤー、販売代理店、またはサービスプロバイ
ダーは、その可能性を認識していた場合であっても、一切の責任を負いません。
1) 第三者からお客様に対して提起される損害賠償請求
2) お客様のデータの紛失、損傷、または漏洩
3) 特別損害、付随的損害、間接損害、または結果的損害（利益の喪失、事業収益、
のれん、または見込み節約額を含むが、これらに限定されない）。
損害の原因にかかわらず、Waydooおよびその関連会社、サプライヤー、販売代理店、ま
たはサービスプロバイダーの総責任は、お客様の実際の直接的な損失に限定され、お客様
が当該製品に対して支払った金額を超えることはありません。 

これらの制限は、Waydooが法的に責任を負う人身傷害（死亡を含む）または不動産・
有形財産への損害には適用されません。一部の国、地域、または法域では、付随的損害
または結果的損害の免責または制限が認められていないため、これらの制限がお客様に適
用されない場合があります。
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その他の権利
本保証書は、お客様に追加の特定の権利を付与するものです。また、お住まいの国、地
域、または管轄区域の法律により、その他の法的権利が認められる場合があります。
Waydooとの間で締結した書面による契約内容によっては、追加の権利が認められる場
合もあります。本保証書のいかなる規定も、契約によって放棄または制限することができな
い法的権利（消費財の販売を規定する法律または規制に基づき認められる消費者の権
利を含む）に影響を与えるものではありません。
Waydooのアフターサービスポリシー、テクニカルサポート、または関連事項に関する詳細に
ついては、Support@waydoo.com またはお近くの正規販売店までお問い合わせくださ
い。
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* 実際の構成部品は、ご購入いただいた製品によって異なります。
* 公式の保証表に記載されていない部品については、本保証の対象外となります。

保証期間（主要部品）

Part

推進ユニット
(Propulsion Unit) 

充電器/充電器ス
テーション
(Charger /
ChargerStation)

フロントプル
プロペラ
(Front Pull
Propeller)

リモコン
(Remote)

バッテリー
(Lithium-ion
Batteries) 

Northern
America 

1 年

1年未満かつ
200サイクル未満 

6 ヶ月

Europe Australia New
Zealand その他の地域 

��+

2 年 2 年 1 年 1 年

1年未満かつ
200サイクル未満

1年未満かつ
 200サイクル未満 

1年未満かつ
200サイクル未満 

1年未満かつ
200サイクル未満 

1 年

2 年2 年

2 年 2 年

1 年 1 年 1 年

1 年 1 年

6 ヶ月 6 ヶ月 6 ヶ月 6 ヶ月



-受信アンテナの方向を変えるか、設置場所を変更してください。機器と受信機との距離を
離してください。
-機器を、受信機が接続されている回路とは異なる回路のコンセントに接続してください。
-販売店または経験豊富なラジオ・テレビ技術者に相談してください。
本機器の使用には、以下の2つの条件が適用されます。(1) 本機器は有害な干渉を引き
起こしてはならず、(2) 本機器は、望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉を含
め、あらゆる干渉を受け入れなければなりません。
放射線被ばくに関する声明
本機器は、無制御環境において定められたFCCの電磁波被ばく限度値に準拠してお
り、FCC無線規則第15部の規定にも準拠しています。本機器を設置および使用する際
は、本機器と身体との間に20cm以上の距離を保つようにしてください。 

FCC Statement
本機器は、FCC規則第15部の規定に基づき、クラスBデジタル機器の制限
値に適合していることが試験により確認されています。これらの制限値は、住
宅環境における有害な干渉から合理的な保護を提供することを目的としてい
ます。本機器は無線周波数エネルギーを発生、使用、および放射するもので
あり、取扱説明書に従って設置・使用されない場合、無線通信に有害な干
渉を引き起こす可能性があります。ただし、特定の設置環境において干渉が
発生しないという保証はありません。本機器がラジオやテレビの受信に有害な
干渉を引き起こしている場合（機器の電源をオフにしてからオンにすることで
確認できます）、ユーザーは以下の対策のいずれか、または複数を試して干
渉を解消するよう推奨されます。
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Shenzhen Waydoo Intelligence Technology Co., Ltd.
MADE IN CHINA

Accessing product information is made more 
accessible by going paperless. You may view this 

guide with a smart device at any time. This initiative 
provides you with more flexibility while benefiting 

the environment by reducing paper use. 

Scan the QR codes with your smartphone to visit details  

Waydoo Foil Boost 
instruction manual

Installation video Waydoo APP 
Apple store

Waydoo APP 
Google play store




